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視
点

　�

は
じ
め
に�

～
現
場
か
ら
の
地
方
創
生
と
郵
便
局
～

　

昨
年
末
に
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

か
ら
２
０
５
０
年
ま
で
の
地
域
別
将
来
推
計
人
口
が

公
表
さ
れ
た
。
前
職
時
代
も
含
め
、
全
国
各
地
の
現

場
に
足
を
運
ぶ
中
で
、
人
口
減
少
社
会
に
強
い
危
機

感
を
持
ち
な
が
ら
も
、
希
望
を
持
っ
て
懸
命
に
奮
闘

さ
れ
て
い
る
自
治
体
の
皆
さ
ま
に
接
し
、
い
つ
も
感

銘
を
受
け
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
に
こ
そ
、
唯
一
無
二
の
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
約
２
万
４
０
０
０
の
郵

便
局
と
そ
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
現
場
か
ら
の

真
の
地
方
創
生
に
向
け
て
、
新
た
な
役
割
を
担
え
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　

と
り
わ
け
、
地
域
か
ら
の
デ
ジ
タ
ル
社
会
推
進
に

よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
や
地
域
課
題
を
乗
り
越

え
て「
持
続
可
能
な
地
域
社
会
づ
く
り
」を
推
進
し
て

い
く
た
め
の
市
政
運
営
の
一
助
と
し
て
、
住
民
に
身

近
な
郵
便
局
を
積
極
的
に
活
用
し
て「
現
場
力
」を
一

層
高
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　�

自
治
体
か
ら
の
事
務
受
託�

～
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
連
事
務
で
の
貢
献
～

　

国
で
は
、
現
場
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
法
改
正
等
の

特
段
の
対
応
を
し
て
い
た
だ
き
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
関
連
で
郵
便
局
で
の
受
託
可
能
な
事
務
が

年
々
拡
大
さ
れ
て
き
た
。

　

こ
れ
ら
は「
市
民
の
利
便
性
向
上
」と「
増
大
す
る

職
員
負
担
の
軽
減
」の
両
面
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、

財
政
措
置
に
つ
い
て
も
、
次
の
⑴
、
⑵
、
⑶
に
つ
い

て
は
交
付
率
10
／
10
の
関
係
補
助
金
が
、
⑷
に
つ
い

て
は
特
別
交
付
税
措
置（
措
置
率
７
割
）が
講
じ
ら
れ

て
い
る
。

⑴
電
子
証
明
書
関
連
事
務

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
電
子
証
明
書
の
発
行
更

新
や
暗
証
番
号
の
初
期
化
を
行
う
事
務
で
、
令
和
３

年
の
法
改
正
等
に
よ
り
郵
便
局
で
の
受
託
が
可
能
と

な
っ
た
。
今
後
、
令
和
６
年
か
ら
７
年
に
か
け
て
、

５
年
ご
と
の
電
子
証
明
書
更
新
事
務
が
累
増
す
る
こ

と
か
ら
、
本
事
務
委
託
の
積
極
的
な
ご
活
用
を
お
願

い
し
た
い
。【
取
組
例
１
】

自
治
体
・
郵
便
局
の
連
携
と

現
場
か
ら
の
地
方
創
生

日
本
郵
便
地
方
創
生
推
進
部
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
前
全
国
町
村
会
事
務
総
長
　
武た

け

い居
丈た

け

じ二
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令
和
４
年
５
月
に
宮
崎
県
都
城
市
の
郵
便
局
で
事
務

開
始
後
、
市
関
係
で
は
、
福
島
県
南
相
馬
市
、
宮
崎
県

西
都
市
、
茨
城
県
石
岡
市
、
神
奈
川
県
平
塚
市
、
宮
崎

県
宮
崎
市
、
静
岡
県
裾
野
市
、
京
都
府
京
都
市
、
東
京

都
品
川
区
、
熊
本
県
熊
本
市
、
長
崎
県
佐
世
保
市
、
三

重
県
桑
名
市（
令
和
５
年
10
月
末
時
点
）で
始
ま
っ
た
ほ

か
、
準
備
中
・
相
談
中
の
団
体
も
各
地
で
増
え
て
い
る
。

⑵
交
付
申
請
の
受
付
等
事
務

　

令
和
５
年
６
月
の
法
改
正
に
よ
り
、
郵
便
局
窓
口

で
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
に
よ
り
市
町
村
職
員
と
リ

モ
ー
ト
で
本
人
確
認
を
行
う
こ
と
で
、
本
庁
舎
な
ど

に
行
か
な
く
て
も
、
身
近
な
郵
便
局
や
郵
送
で
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
新
規
発
行
・
更
新
な
ど
受
け
取

り
ま
で
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

　

と
り
わ
け
、
合
併
後
の
旧
町
村
部
や
中
山
間
・
離

島
地
域
を
は
じ
め
地
理
的
課
題
を
抱
え
る
自
治
体
の

皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

⑶
申
請
支
援
事
務

　

自
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
難
し
い
な
ど
の
住
民

に
は
、
郵
便
局
窓
口
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
書
の
記
入
補
助
や
顔
写
真
撮
影
を
行
う
申
請
支
援

事
務
が
あ
る
。
現
在
ま
で
、
累
計
で
２
０
０
ほ
ど
の

団
体
か
ら
ご
好
評
を
頂
い
て
い
る
。
カ
ー
ド
保
有
枚

数
率（
人
口
比
）が
７
割
超
の
状
況
の
中
で
、
健
康
保

険
証
へ
の
本
格
導
入
が
今
年
秋
に
見
込
ま
れ
て
お

り
、
引
き
続
き
身
近
な
郵
便
局
が
貢
献
で
き
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
。

⑷
キ
オ
ス
ク
端
末
の
設
置
・
運
用
事
務

　

コ
ン
ビ
ニ
の
端
末
な
ど
が
な
い
地
域
で
、
市
町
村

が
購
入
し
た
キ
オ
ス
ク
端
末
を
郵
便
局
内
に
設
置

し
、
こ
の
端
末
の
管
理
な
ど
を
行
う
も
の
で
、
地
域

事
情
を
踏
ま
え
て
今
後
の
広
が
り
を
期
待
し
た
い
。

　
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
地
域
課
題
解
決
と
郵
便
局

⑴
地
域
住
民
へ
の
顔
の
見
え
る
デ
ジ
タ
ル
支
援

　

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
が
加
速

す
る
中
で
、
自
治
体
行
政
の
分
野
に
お
い
て
も
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
地
域
課
題
解
決
へ
の
デ
ジ
タ
ル

活
用
（
電
子
化
、
ア
プ
リ
な
ど
）
が
急
速
に
進
ん
で
い

る
。
静
岡
県
藤
枝
市
の【
取
組
例
２
】の
よ
う
に
、
住

民
と
の
顔
の
見
え
る
関
係
を
生
か
し
た
郵
便
局
な
ら

で
は
の
支
援
業
務
の
今
後
の
広
が
り
を
歓
迎
し
た
い
。

⑵�

地
理
的
課
題
を
乗
り
越
え
る
オ
ン
ラ
イ
ン
行
政�

相
談
窓
口
の
設
置

　

栃
木
県
日
光
市
の
清
滝
郵
便
局
で
は
、
令
和
３
年

８
月
か
ら
包
括
的
な
行
政
事
務
の
受
託
を
開
始
し

た
。
そ
の
取
り
扱
い
事
務
の
一
つ
と
し
て
、【
取
組

例
３
】
の
よ
う
に
、
局
窓
口
に
市
貸
与
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
設
置
し
、
住
民
は
本
庁
職
員
に
対
し
ビ
デ

オ
通
話
方
式
で
行
政
相
談
を
行
っ
て
い
る
。
高
齢
者

な
ど
端
末
操
作
に
不
慣
れ
な
住
民
に
対
し
て
は
、
郵

便
局
社
員
が
操
作
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
好
評
を
得
て
い

る（
令
和
５
年
１
月
か
ら
川
治
郵
便
局
に
拡
大
）。

　

地
理
的
ハ
ン
デ
ィ
や
合
併
後
の
旧
町
村
部
、
中
山
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視
点

間
・
離
島
地
域
な
ど
地
域
事
情
を
抱
え
る
自
治
体
に

お
い
て
、
地
域
の
拠
点
機
能
を
持
つ
郵
便
局
と
し
て

お
役
に
立
て
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

⑶
デ
ジ
タ
ル
と
現
場
力
を
生
か
し
た「
空
き
家
調
査
」

　

令
和
５
年
12
月
に
「
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す

る
特
別
措
置
法
」が
施
行
さ
れ
、「
管
理
不
全
空
き
家
」

に
対
す
る
指
導
・
勧
告
制
度
の
創
設
な
ど
市
町
村
の

果
た
す
役
割
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
に
な
っ
て
い

る
。
一
方
、
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
な
ど
の
た
め
調
査
を

十
分
に
行
え
な
か
っ
た
り
、
調
査
に
時
間
を
要
し
た

り
、
調
査
結
果
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
っ
た
り
、
調
査

デ
ー
タ
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
り
と

い
っ
た
悩
み
や
課
題
も
お
聞
き
す
る
。

　

郵
便
局
で
は
、
令
和
２
年
度
の
宮
城
県
東
松
島
市

で
の
先
行
的
モ
デ
ル
事
業
の
成
果
を
生
か
し
、【
取

組
例
４
】
の
よ
う
に
、
三
重
県
玉
城
町
で
本
格
的
な

「
空
き
家
調
査
」を
実
施
し
て
い
る
。

　

地
域
の
実
情
を
知
り
尽
く
し
た
地
元
郵
便
局
社
員

の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
、
特
措
法
施
行
に
伴
う
現
場

行
政
の
課
題
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

⑷�

ス
マ
ー
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
を
活
用
し
た�

み
ま
も
り
サ
ー
ビ
ス

　

最
近
、
注
目
さ
れ
る
取
り
組
み
例
と
し
て
、
地
域

で
暮
ら
す
高
齢
者
に
安
心
を
お
届
け
す
る
「
ス
マ
ー

ト
ス
ピ
ー
カ
ー
を
活
用
し
た
み
ま
も
り
サ
ー
ビ
ス
」

が
あ
る
。
音
声
で
の
認
識
・
操
作
が
で
き
、
極
め
て

コ
ン
パ
ク
ト
な
端
末
を
使
い
、
操
作
の
し
や
す
さ
や

機
能
面
で
皆
さ
ま
の
好
評
を
得
て
い
る
。

　

日
本
郵
便
が
開
発
し
た
ア
プ
リ
「
み
ま
も
り
ス
キ

ル
」
を
搭
載
し
た
端
末
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
利
用

者（
高
齢
者
）が
希
望
す
る
時
間
に
生
活
状
況
を
毎
日

確
認
し
、
見
守
る
方
（々
遠
隔
の
ご
家
族
な
ど
）と
共

有
で
き
、
自
治
体
・
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
関
係
の

皆
さ
ま
に
も
安
心
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　�

住
民
利
便
性
向
上
や
地
域
活
性
化
に
貢
献
す
る

継
続
・
新
規
の
取
り
組
み

　

郵
便
局
で
は
、
公
的
証
明
書
な
ど
の
交
付
事
務
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
販
売
・
発
行
事
務
（
近
年

は
プ
レ
ミ
ア
ム
付
電
子
マ
ネ
ー
の
チ
ャ
ー
ジ（
販
売
）

事
務
）
と
い
っ
た
、
従
来
か
ら
の
重
要
な
事
務
委
託

の
ほ
か
、
個
々
の
市
町
村
の
特
性
を
踏
ま
え
た
新
た

な
連
携
へ
の
挑
戦
も
、
各
地
で
年
々
活
発
化
し
て
き

て
お
り
、
引
き
続
き
の
ご
愛
顧
と
応
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
た
い
。

　�

自
治
体
と
郵
便
局�

～
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
の
期
待
～

　

直
面
す
る
、
あ
る
い
は
将
来
に
わ
た
る
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
課
題
を
乗
り
越
え
、
安
全
安
心
で
持
続
可
能

な
国
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に

は
、
都
市
部
自
治
体
も
農
山
漁
村
自
治
体
も
一
丸
と

な
っ
て
、
国
土
全
体
を
生
か
し
、
地
域
を
つ
な
ぎ
、
世

代
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
、
明
る
さ
と
希
望
の
広
が
る
行
政

運
営
・
地
域
経
営
を
進
め
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

住
民
の
身
近
に
あ
っ
て
頼
り
に
な
る
存
在
と
し

て
、
自
治
体
と
郵
便
局
の
さ
ら
な
る
連
携
協
力
の
取

り
組
み
事
例
が
全
国
津
々
浦
々
で
活
発
に
展
開
さ
れ

る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
る
。

　

本
稿
の
掲
載
内
容
の
ご
相
談
な
ど
は
、
ま
ず
は
次
の
連

絡
先
ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
全
国
13
ブ
ロ
ッ

ク
の
支
社
の
地
方
創
生
担
当
者
に
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
。

日
本
郵
便
株
式
会
社　

 

本
社
地
方
創
生
推
進
部（「
総
括
担
当
」ま
で
）

【
電　

話
】
０
３
―

３
４
７
７
―

０
７
９
９

【
メ
ー
ル
】chihousousei3.ii@

jp-post.jp
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